











































































































































































































サイト名 URL 対応言語 公開日
入門（Ａ１） http : //a１．marugotoweb.jp 日本語、英語、
スペイン語
２０１３年２月２８日
初級１（Ａ２） http : //a２．marugotoweb.jp 日本語、英語 ２０１４年６月２７日





























































































































































































図１２ 「Introduction to Japanese」Japan Knowledge
図１３ 「Introduction to Japanese」Grammar
日本語学習サイト「まるごと＋（まるごとプラス）」の開発
－４７－
図１４ 「ひらがな」一覧 図１５ 「ひらがな」文字別ページ
図１６ 「タイピング」やりかた 図１７ 「タイピング」ドリル
４．２．３ タイピング：入門（A１）
「タイピング」は、コンピューターで日本語を入力するための練習ができる。現在では、文
字は手で書くのみでなく、入門期からパソコンで入力する機会が増えている。こういった状況
に対応できるように、日本語の入力をするためのコンピューターの環境設定方法やタイピング
の仕方について紹介し（図１６）、タイピング練習が実際にできるようにした（図１７）。
４．２．４ リスニング：初級１（A２）
「リスニング」は、「ドラマでチャレンジ」
に登場している人のインタビュー動画を見て、
問題に答えるというもので、ある程度まとまっ
た長さの話を聞く練習ができる。このインタビ
ューの中には一部、未習の語彙や文型も含まれ
るが、すべてを理解しなければならないのでは
なく、ポイントが聞き取れることを目指した。
また、「ドラマでチャレンジ」の登場人物を出すことで、既に「ドラマでチャレンジ」を使用
しているユーザーは、そのキャラクターを身近に感じるであろうし、インタビューを聞くこと
で、さらに親近感を覚えてもらうことも狙った。
図１８ 「リスニング」
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５．異文化理解コンテンツ：せいかつとぶんか
本章では、異文化理解コンテンツ「せい
かつとぶんか」について紹介する。これは、
「まるごと＋」のメインコンテンツの一つ
で、異文化理解をサポートするためのコン
テンツである。
来日経験のない学習者にとって、教科書
の写真だけでは具体的にイメージしにくか
ったり、普通の日本人の生活が想像しにく
かったりすることが考えられる。そのため、
「入門（Ａ１）」サイトの「せいかつとぶんか」は、教科書のテーマに沿ってレポーターがいろ
いろな場所を訪問したり、いろいろな人にインタビューしたりする動画を用意した（図１９）。
動画だけでは紹介しきれない情報は、「もっとしりたい」コーナーで紹介している。このコー
ナーの中には、テーマに関連する外部サイトの「リンク」情報もあり、興味を持ったユーザー
がさらに自分で調べられるようにした。「まるごと＋」のサイトにある情報に留まらず、様々
な角度から理解を深める機会をサイトの中で担保することによって、多角的に物事を見て判断
する力を養う一助になると考えた。
次に、「初級１（Ａ２）」サイトの「せいかつとぶ
んか」について紹介する。日本の文化や習慣に関す
る一般的な情報は、すでにインターネット上にたく
さんあり、容易に入手できる。したがって、個別的
な個人の情報、「人が見える」情報に絞って取り上
げることにした。
例えば、「投稿！‐MY CASE‐研究所編」コー
ナーでは、日本人と知り合いでない限りなかなか知
りえない「暑い夏を乗り切るための工夫」「普段食
べているお弁当」といったテーマで、普通の日本人
が自分の生活や習慣、考え方について写真と文章で
紹介している（図２０）。ステレオタイプにならない
ように、各テーマにつき複数人ずつ登場させたり、
一人の人に複数の写真を紹介してもらったりするよ
うにして、個人の中でも多様性があるということを
示す工夫をした。
図１９ 「せいかつとぶんか」入門（A1）
図２０ 「せいかつとぶんか」初級１（A2）
日本語学習サイト「まるごと＋（まるごとプラス）」の開発
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６．まるごとのことば
『まるごと』教科書は、「かつどう」と「りかい」に分冊されているが、それぞれトピック
が共通しており、語彙や表現はどちらの教科書にも共通して登場するものも多い。そこで、ユ
ーザーが語彙や表現の意味や使い方を簡単に調べたり、整理したりできるように、「まるごと
のことば」というサイトにまとめた。
「まるごとのことば」の機能、コンテン
ツは、大きく４つある。まず、辞書として
の使い方ができる「検索」機能である。検
索したいことばをひらがな、漢字・かな、
ローマ字、英語またはスペイン語を入力し
て検索できる。検索結果から詳細画面を開
くと、音声、対訳、例文、教科書の種類、
トピック・課、品詞、辞書形（動詞のみ）、
例文が示される（図２１）。対訳や例文は、
『まるごと』教科書のトピックに沿ったものに限って紹介し、教科書を利用している学習者に
使いやすいものとした。２つ目の機能が自分でリストを作ることができる「わたしのリスト」
である。教科書の種類や課を指定すると、そこに出てくる語彙、表現がリストアップされる。
品詞で絞り込むことも可能である。また、ここで作ったリストを使って、単語カード式の簡単
なクイズを生成することができる。３つ目は「コレクション」である（図２２）。これは、カレ
ンダー、時間、位置、数、色の５つのカテ
ゴリーの言葉を表やイラストで一覧できる
ものである。カラーできれいに色づけされ
た画像は、PDFとしてダウンロードでき
るので、学習者の手元に置いて、いつでも
参照してもらうことを狙っている。４つ目
は「BONUS☆にほんご YATTETTE」とい
うコンテンツである。これは、日本語で E
メールを書いたり、友達に自分の趣味の話
をしたりといった、実際の生活で使えそう
な例文を集めたコンテンツである。ユーザーが日本語を使ってみたいと考えたとき、その場面
と似ている Can−doから例文を探し、自分が実際に使用する場面に合わせて語彙を入れ替える
などすることを想定している。
図２１ 各語彙ページ
図２２ 「コレクション」
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７．「まるごと＋」の反響と今後の課題
サイト公開後、海外にある国際交流基金の拠点５箇所のＪＦ日本語講座で、「まるごと＋」
を使っている受講生や教師に聞き取り調査を行ったり、日本語教育関係の学会で発表し、参加
者の方から意見をいただいたりした。
日本語学習コンテンツに対しては、特に「ドラマでチャレンジ」へのコメントが多く寄せら
れている。具体的には、「表現は知っていても、実際にどう使っていいか分からなくなること
がある。そのような場合の練習になる」「海外の学習者に不足しがちな実際のコミュニケーシ
ョン場面をある程度補うものだと思う」「会話ができるというのは、語学学習者にとってはと
ても貴重なものだと思います。しかも、日本の風景を目にしながらなので、飽きない」といっ
た声が上がっている。学習した日本語を使う機会がほとんどないユーザーにとっては、たとえ
動画の中の登場人物との疑似的な会話であったとしても、日本語を使って質問に答えたり、日
本語で感情を表出したりする練習は貴重な体験として受け止められているようである。また、
「初級１（Ａ２）」サイトでは、動画の中に分岐点を用意し、ユーザーの選択によってその後の
ストーリーが展開される仕掛けを施したが、これに対しても「個人の感情に基づいたストーリ
ーになっており、従来にはない視点で印象的である」などの意見が寄せられており、肯定的に
受け入れられている。「ドラマでチャレンジ」以外のコンテンツに関しても、「『かんじ』の
Memory hintがよい」「『ぶんぽう』は練習がたくさんあり、学習に役立つと思う」といった評
価を得ている。
異文化理解コンテンツ「せいかつとぶんか」に対しても多くのコメントが寄せられている。
「入門（Ａ１）」サイトに対しては、教師から「動画は、具体的に説明するときに使える。授業
内でぜひ見せたい」「生活と文化は、授業で時間がとれないこともあるので、サイトに期待し
ている」といった声が上がっており、学習者だけでなく教師も有用であると感じていることが
わかる。ウェブサイトが教科書だけでは伝えきれないことや授業時間内に取り上げられないこ
とを補完する役割を担っており、教科書とセットでウェブサイトも必要不可欠なものとして位
置づけられているようである。また、「初級１（Ａ２）」サイトに対しては、「使い方やテーマ
によっては、海外の中等教育での使用の可能性も十分ある」「新聞記事やインターネットでは
得にくい個人の意見や価値観が扱われており、中上級レベルの授業でも十分使えそうである」
といったように、年齢や日本語レベルに関係なく、様々な学習者にとって有益なコンテンツで
あると受け止められている。容易に入手可能な一般的な情報ではなく、人が見える個別的な個
人の生活や習慣、価値観といった情報が広く現場で求められていることがうかがえる。
その他、サイトの操作性に関して「デザインが直感的で分かりやすく、使いやすい」といっ
た意見、表記に関して「『かな』『かな・漢字』『ローマ字』『英語』が選択できるのが使いやす
い」といった意見が上がっており、ITリテラシーや学習の進度などが異なる多種多様なユー
日本語学習サイト「まるごと＋（まるごとプラス）」の開発
－５１－
ザーにとって使いやすいサイトだと感じてもらえているようである。
一方で、「本体サイトをスマートフォンなどの携帯端末機器で利用可能にしてほしい」「各
コンテンツをアプリ化すれば使いやすくなると思う」といった意見もあり、ある程度学習場所
が固定されるパソコンではなく、移動中や隙間時間に手軽にいつでもどこでも使えるサイトを
望む声が上がっている。また、「自国の言葉に対応しているともっと使いやすい」といった多
言語化の要望も寄せられており、今後検討していきたい。その他、「『まるごと』の教科書を使
っていない学習でも、十分に役立つ内容である」「日本国内で地域の日本語教育に携わってい
るが、部分的には自分の現場でも利用できそう」といったコメントもあり、今後、『まるごと』
の教科書以外で学習している人を意識した利用方法の紹介やサイトのさらなる充実を検討して
いく必要がある。
今後も、継続してユーザーへの聞き取り調査を行い、日本語学習者が求める日本語学習サイ
トとはどのようなものかについて考え、具現化していきたい。
〔注〕
（１）『まるごと』に関する資料や教材などの情報は、『まるごと 日本のことばと文化』公式ポータルペー
ジ（http://marugoto.org：２０１４年８月２４日参照）にまとめられている。
（２）これまで関西センターで開発したウェブサイトには、「日本語でケアナビ（http://nihongodecarenavi.jp）」
「アニメ・マンガの日本語（http://anime-manga.jp）」、「NIHONGO eな（http://nihongo-e-na.com）」がある。
（３）聞き取りを実施した２０１１年度の数値。２０１３年度は、世界２８カ国、３１カ所で実施している。
（４）中級、上級レベルの講座を開講している拠点もあるが、サイト開発は、まず『まるごと』教科書の「入
門 Ａ１」レベルに対応するものから始めたため、本聞き取りにおける講座受講生のレベルは、入門お
よび初級とした。
（５）コンテンツの目的や機能などはほとんど変わらないが、コンテンツ名が異なる。
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